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残留農薬検査（その2） 
 

当所では、横浜市内に流通する農作物や食肉等の食品に残留する農薬について検査を行っています。

今回は平成20年6月から10月の期間に行われた検査結果を報告します。 

 

１ 国内産農作物 

国内産農作物の検査は今年度2回目の実施となりました。今回は、8月に食品専門監視班によって搬入

されたピーマン、かぼちゃ、もも、ぶどう(各3検体)の計12検体について約90項目の残留農薬検査を行いま

した(表1)。 

その結果、ピーマン1検体からクロルフェナピルが0.04ppm検出され、ぶどう1検体からクレソキシムメチル

0.09ppm、他のぶどう1検体からペルメトリン0.16ppmがそれぞれ検出されました。ただし、すべて残留農薬

の基準値を超えるものはありませんでした(表2)。 

 

２ 輸入農作物 

昨年度千葉・兵庫両県で発生した『中国産冷凍ギョウザが原因と疑われる健康被害事例』を受けて、今

年度は冷凍農作物を対象に実施しました。7月に食品専門監視班によって搬入された赤ピーマン(2検体)、

ほうれんそう、さといも及びいんげん(各1検体)の計5検体について約90項目の農薬検査を行いました(表

1)。 

その結果、赤ピーマン1検体からクロルピリホスが0.03ppm検出されました。ただし、残留農薬の基準値を

超えるものはありませんでした(表2)。 

 

３ 市内産農作物  

横浜市内で生産されている農作物(横浜ブランド『はま菜ちゃん』)の検査は今年度2回目の実施となりま

した。今回は、7月に食品専門監視班によって搬入されたじゃがいも、なす、きゅうり及びトマト(各2検体)の

計8検体について約90項目の農薬検査を行いました(表1)。 

その結果、なす1検体からテブフェンピラドが0.13ppm検出されました。ただし、残留農薬の基準値を超え

るものはありませんでした(表2)。 

 

４ 福祉保健センター独自事業 (茶等) 

今年度のセンター独自事業は、茶等について重点的に実施しました。6月に西福祉保健センターによっ

て搬入されたハーブティー(ペパーミント及びカモミールの各1検体、計2検体)、ほうじ茶、番茶及び烏龍茶

(各1検体)の計5検体について約90項目の農薬検査を行いました(表1)。 

その結果、番茶からアセタミプリド0.39ppm、クロルフェナピル0.01ppm及びテブコナゾール2.7ppmが検出

されました。ただし、すべて残留農薬の基準値を超えるものはありませんでした(表2)。 

 

５ 輸入豚肉 

9月に食品専門監視班によって搬入された輸入豚肉10検体の脂肪部位について5項目の有機塩素系農

薬(総BHC、総DDT、エンドリン、ディルドリン(アルドリンを含む)及び総ヘプタクロル)の検査を行いました。 

その結果、すべての検体から農薬は検出されませんでした(表2)。 

 






